
 
 

資料２－３  

「 黒 岳 ク リ ー ン ア ッ プ 大 作 戦 」 実 施 結 果  

 

■目    的    :   黒岳等の自 然 観 察 を 通 じ 大 雪 山 地 域 の 保 全 の 重 要 性 を 理 解  

し 大 雪 山 国 立 公 園 と 森 林 生 態 系 保 護 へ の 関 心 を 高 め る 。  

■日    時  :   平 成 ２ ９ 年 ８ 月 １ ８ 日 （ 金 ）  ９ ： ０ ０ ～ １ ３ ： ０ ０  

■集 合 解 散  :   黒 岳 ロ ー プ ウ ェ イ 山 麓 駅  

■活 動 場 所  :   大 雪 山 国 立 公 園 黒 岳 ７ 合 目 、 ５ 合 目  層 雲 峡 ビ ジ タ ー セ ン タ ー  

■参  加  者  :  ８ 名 （ 小 学 生 4 名  保 護 者 4 名 ）  

■主    催   :  環 境 省 上 川 自 然 保 護 官 事 務 所 、 林 野 庁 上 川 中 部 森 林 管 理 署  

■運    営  ：  Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 大 雪 山 自 然 学 校  

■協    力  ：  層 雲 峡 ビ ジ タ ー セ ン タ ー 、 上 川 町  

■内    容  ：  黒 岳 ７ 合 目 の 登 山 道 で 国 立 公 園 や 森 林 生 態 系 保 護 の 取 組 に つ い

て 解 説 し た 。黒 岳 ５ 合 目 で 高 山 植 物 や 動 物 に つ い て 自 然 観 察 を 行

っ た 。 層 雲 峡 ビ ジ タ ー セ ン タ ー で 大 雪 山 の 成 立 ち 等 を 学 ん だ 。  

         ※ 当 日 雨 天 の た め 、 内 容 を 変 更 し て 実 施 し た 。  

 

■ 開 会 式 、 ア イ ス ブ レ イ ク  

 

黒 岳 ロ ー プ ウ ェ イ 山 麓 駅 前 に て 開 会 式

を 行 っ た 。  

主 催 者 で あ る 環 境 省 桝 首 席 自 然 保 護 官

の 挨 拶 後 、 大 雪 山 自 然 学 校 の 荒 井 か ら

一 日 の 流 れ を 説 明 し た 。  

 

ス タ ッ フ ・ 参 加 者 の 自 己 紹 介 後 、 簡 単

な ゲ ー ム で ア イ ス ブ レ イ ク を 行 っ た 。  

 

 

 

■ 入 山 前 の レ ク チ ャ ー  

 

環 境 省 桝 首 席 自 然 保 護 官 か ら 入 山 前 に 、

山 の ル ー ル と マ ナ ー に つ い て レ ク チ ャ ー

を 受 け た 。  

「 ゴ ミ を 落 と さ な い 」、「 植 物 を 傷 つ け な

い 」、「 ト イ レ の 無 い 場 所 で は 携 帯 ト イ レ

を 利 用 す る 」 な ど 、 守 ら な け れ ば い け な

い 点 を 確 認 し た 。  

 

 

 

 



 
 

■フ ィ ー ル ド ワ ー ク １ （ 7 合 目 登 山 道 ）  

 

雨 水 や 雪 解 け 水 が 流 れ る こ と で 登 山 道 が 侵

食 さ れ な い よ う 、 登 山 道 か ら 水 を 排 出 す る

た め の 導 流 工 を 作 る な ど し て 対 策 を し て い

る と い う 説 明 を 受 け た 。 登 山 道 で は 実 際 に

水 が 流 れ る 様 子 も 確 認 で き た 。  

ま た 、 セ ン サ ー 式 の 登 山 者 カ ウ ン タ ー を 設

置 し て 、 利 用 者 数 を 調 査 し て い る こ と に つ

い て も 説 明 を 受 け た 。  

 

 

■フ ィ ー ル ド ワ ー ク ２ （ 5 合 目 散 策 路 ）  

 

五 合 目 散 策 路 で は 、 エ ゾ サ ン シ ョ ウ ウ オ

の 幼 生 や 高 山 植 物 を 観 察 し た 。  

 

高 松 台 展 望 台 か ら 層 雲 峡 渓 谷 を 見 下 ろ  

し 、 火 山 噴 火 と 石 狩 川 が 作 っ た 険 し い 層

雲 峡 渓 谷 を 観 察 し た 。  

 

遠 く に は 白 い 噴 煙 を 上 げ る 場 所 も 見 ら れ  

、 大 雪 山 は 今 で も 活 発 に 活 動 を し て い る

火 山 だ と い う こ と が わ か っ た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

＜ 成 果 ＞  

将 来 世 代 を 担 う 子 ど も た ち に 対 し て 、国 立 公 園 と 森 林 生 態 系 保 護 に つ い て Ｐ Ｒ し 、そ

の 保 全 の 必 要 性 を 発 信 す る 有 意 義 な 機 会 と な っ た 。  

■大 雪 山 ・ 層 雲 峡 渓 谷 の 成 り 立 ち  

 

ビ ジ タ ー セ ン タ ー 解 説 員 か ら 展 示 物

の 説 明 を 受 け た 。  

過 去 の 大 き な 噴 火 で 発 生 し た 火 砕 流

に よ っ て 堆 積 し た も の が 川 の 水 で 削

ら れ て 層 雲 峡 峡 谷 が で き た こ と を 理

解 し た 。  

 

ま た 大 雪 山 に は 多 く の 貴 重 な 動 植 物

が 生 息 し て い る こ と も 解 説 と 展 示 を

通 し て 学 ん だ 。  

■ま と め  

 

最 後 に 今 日 一 日 で 学 ん だ こ と を 全 員 で

再 確 認 し た 。  

 

林 野 庁 飯 塚 上 川 中 部 森 林 管 理 署 長 か ら

挨 拶 が あ り 、 記 念 の バ ッ ジ な ど が 配 ら

れ た 。  

 

 

 

 



 
 



 
 



 
 



大雪山グレードを明示した誘導標識への更新
・沼ノ平姿見線道路（歩道）

八島分岐

ピウケナイ沼付近

ピウケナイ沢

裾合平～姿見の池間
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前トム平

温泉コース分岐

トムラウシ温泉登山口

短縮コース登山口

大雪山グレードを明示した誘導標識及び案内標識への更新
・トムラウシ山線道路（歩道）



たまには山へ恩返しin愛山渓 登山道整備講習会

日時：2019年8月19日（土）８：３０～１７：３０
主催：環境省 上川自然保護官事務所
講師：北海道山岳整備 代表 岡崎哲三氏
場所：上川郡上川町愛山渓 愛山渓三十三曲～沼ノ平間の登山道
参加者：２８名（山岳関係者、一般登山者）
※登山者にとって歩きやすい道にすることが、道脇の植生の保護につながる箇所で本講
習会を実施。

作業場所
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１班

施工前 施工後



たまには山へ恩返しin愛山渓 ＝登山道整備講習会＝班発表

１班

施工前 施工後



たまには山へ恩返しin愛山渓 ＝登山道整備講習会＝班発表

２班

施工前 施工後



たまには山へ恩返しin愛山渓 ＝登山道整備講習会＝班発表

２班

施工前 施工後



たまには山へ恩返しin愛山渓 ＝登山道整備講習会＝班発表

２班

施工前 施工後



たまには山へ恩返しin愛山渓 ＝登山道整備講習会＝班発表

３班

施工前 施工後



たまには山へ恩返しin愛山渓 ＝登山道整備講習会＝班発表

３班

施工前 施工後



たまには山へ恩返しin愛山渓 ＝登山道整備講習会＝班発表

３班

施工前 施工後



たまには山へ恩返しin愛山渓 ＝登山道整備講習会＝班発表

４班

施工前 施工後



たまには山へ恩返しin愛山渓 ＝登山道整備講習会＝班発表

４班

施工前 施工後



たまには山へ恩返しin愛山渓 ＝登山道整備講習会＝班発表

４班

施工前 施工後



たまには山へ恩返しin愛山渓 ＝登山道整備講習会＝班発表

４班

施工前 施工後



たまには山へ恩返しin愛山渓 ＝登山道整備講習会＝班発表

４班

施工前 施工後


